
髙
階
充（
同
）、 

戸
沢
栄
治（
第
２
分
団
団
員
）、 

富
樫

孝
司（
同
）、 田
沢
悟（
同
）、 

熊
谷
勝
明（
第
３
分
団
団

員
）、 

齊
藤
民
寿（
同
班
長
）、 

冨
樫
雄一（
第
４
分
団
班

長
）、 

鈴
木一良（
第
６
分
団
団
員
）、 

松
本
孝
成（
第
７

分
団
団
員
）、 

藤
岡
由
守（
第
８
分
団
団
員
）、 

小
柳

友一（
同
）、 

石
田
忠
治（
第
12
分
団
団
員
）、 

齊
藤
喜

代
美（
同
）、 近
江
谷
琢
磨（
同
）、 金
子
勉（
第
13
分
団

団
員
）、 照
井
吉
則（
同
）、 佐
藤
守（
同
）

【
秋
田
県
消
防
協
会

　
大
仙
市
仙
北
市
美
郷
町
支
部
長
表
彰
】

精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）▼
髙
階
武
弘（
第
１
分

団
団
員
）、 髙
橋
直
樹（
同
）、 戸
澤
幸
浩（
第
２
分
団

団
員
）、 熊
谷
剛（
第
３
分
団
団
員
）、 澤
野
功
成（
第

４
分
団
分
団
長
）、 

煙
山
毅（
同
団
員
）、 

鈴
木
武
晃

（
第
５
分
団
団
員
）、 

山
田
良
直（
第
７
分
団
団
員
）、 

川
村
茂
夫（
第
11
分
団
団
員
）、 

後
藤
金
光（
同
）、 

後
藤
和
美（
第
14
分
団
団
員
）、 

髙
橋
準（
同
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
智
晴（
第
１
分

団
団
員
）、 

髙
橋
祥
修（
同
）、 

坂
本一也（
同
）、 

深
澤

智
也（
第
２
分
団
団
員
）、 
出
茂
彰
真（
第
３
分
団
団

員
）、 

髙
橋　

鶴（
第
４
分
団
団
員
）、 
加
賀
泰
男（
第

９
分
団
団
員
）、 一星
広
樹（
第
10
分
団
団
員
）、 

仁
坂

大
悟（
第
12
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

無
火
災
分
団（
７
年
間
無
火
災
）▼
第
２
分
団

退
団
者（
20
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
龍
治（
元
副
分

団
長
）、 飛
澤
龍
右
ェ
門（
元
部
長
）、 佐
藤
繁
美（
同
）、 

田
口
勝
久（
元
班
長
）、 

武
藤
勤（
同
）、 

谷
屋
和
義（
元

団
員
）、 

辻
隆
清（
同
）、 

煙
山
義
雄（
同
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

有
功
章
▼
髙
橋
強
志（
第
５
分
団
班
長
）、 

齋
藤
辰

美（
第
８
分
団
班
長
）、 

久
米
春
男（
第
10
分
団
部

長
）、 

大
越
正
廣（
第
11
分
団
班
長
）、 

小
林
予
勝

（
第
14
分
団
班
長
）

永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
正
尚（
副

団
長
）、 

佐
々
木
定
廣（
第
６
分
団
団
員
）、 

小
西
文

男（
第
８
分
団
部
長
）、 

高
橋
久（
同
団
員
）、 

高
橋

重
男（
同
）、 

大
坂
久
男（
第
10
分
団
副
分
団
長
）

永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）▼
村
田
正
美（
第

６
分
団
団
員
）、 

髙
橋
昌
平（
第
７
分
団
班
長
）、 

髙

橋
紫
都
夫（
第
８
分
団
団
員
）、 

伊
藤
芳
美（
第
10

分
団
班
長
）、 

木
下
久
雄（
第
12
分
団
団
員
）、 

高
橋

信一（
第
13
分
団
団
員
）

永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）▼
髙
階
清
貴（
第

１
分
団
団
員
）、 

高
橋
均（
第
２
分
団
団
員
）、 

木
村

諭（
同
）、 

髙
橋
髙
則（
同
）、 

近
美
光
夫（
第
３
分
団

副
分
団
長
）、 

樫
尾
宏
暢（
第
５
分
団
班
長
）、 

進
藤

通
生（
同
団
員
）、 斉　

正
衞（
第
６
分
団
班
長
）、 中

野
正
万（
同
団
員
）、 

小
野
寺
正
仁（
第
８
分
団
班

長
）、 

藤
井
香（
同
団
員
）、 

立
原
清
浩（
同
）、 

煙
山

栄
司（
第
９
分
団
部
長
）、 

木
村
勝（
第
10
分
団
班

長
）、 

渡
辺
勲（
第
13
分
団
部
長
）

永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）▼
藤
井
清（
第
４

分
団
団
員
）、 

鈴
木
達
美（
第
５
分
団
班
長
）、 

森
元

保
夫（
同
団
員
）、 

髙
橋
英
樹（
同
）、 

加
藤
豊
和（
第

６
分
団
団
員
）、 

佐
藤
三
男（
同
）、 

森
川
卓（
第
８
分

団
団
員
）、 

能
登
屋
浩
勝（
第
９
分
団
団
員
）、 

鈴
屋

和
基（
第
10
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）▼
若
畑
隆
文（
第
１
分

団
班
長
）、 嶋
津
聡（
同
班
長
）、 髙
山
良
浩（
同
団
員
）、 

　

美
郷
町
消
防
出
初
式
が
１
月
４
日
に
美
郷
町

公
民
館
で
行
わ
れ
、
町
内
14
分
団
の
団
員
２
９

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
に
先
立

ち
美
郷
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス
前
で
行
わ
れ
た

観
閲
式
で
は
、
松
田
町
長
に
よ
る
観
閲
の
ほ
か
、

各
分
団
に
よ
る
力
強
い
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
っ

た
方
々
に
出
席
者
全
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、

松
田
町
長
が
「
昨
年
は
豪
雪
、
東
日
本
大
震
災
、

集
中
豪
雨
な
ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
際
に
消
防
団
の
組
織

力
や
情
報
力
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
大
き
な

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
式
辞
を

述
べ
、
消
防
団
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

続
い
て
三
浦
勝
二
団
長
は
「
我
々
に
課
せ
ら
れ

た
任
務
は
、
地
域
に
お
け
る
第
一
線
の
防
災
活

動
機
関
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
り
、
『
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
』
と
い
う

郷
土
愛
護
の
精
神
の
も
と
に
、
一
層
の
精
進
を

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
訓
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
永
年
勤
続
者
な
ど
82
名
に
表
彰
状

が
、
退
団
者
８
名
と
無
火
災
分
団
１
団
体
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
久
米
春

男
さ
ん
（
第
10
分
団
部
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
式
典
の
最
後
に
は
出
席
者
全
員
で
万
歳

三
唱
が
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の
防
災
の
誓
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

地
域
へ
の
貢
献

決
意
新
た
に

消
防
団
表
彰
者（
敬
称
略
）

美郷町消防

出初式各分団とも堂々の行進
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髙
階
充（
同
）、 

戸
沢
栄
治（
第
２
分
団
団
員
）、 

富
樫

孝
司（
同
）、 田
沢
悟（
同
）、 

熊
谷
勝
明（
第
３
分
団
団

員
）、 

齊
藤
民
寿（
同
班
長
）、 

冨
樫
雄一（
第
４
分
団
班

長
）、 

鈴
木一良（
第
６
分
団
団
員
）、 

松
本
孝
成（
第
７

分
団
団
員
）、 

藤
岡
由
守（
第
８
分
団
団
員
）、 

小
柳

友一（
同
）、 

石
田
忠
治（
第
12
分
団
団
員
）、 

齊
藤
喜

代
美（
同
）、 近
江
谷
琢
磨（
同
）、 金
子
勉（
第
13
分
団

団
員
）、 照
井
吉
則（
同
）、 佐
藤
守（
同
）

【
秋
田
県
消
防
協
会

　
大
仙
市
仙
北
市
美
郷
町
支
部
長
表
彰
】

精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）▼
髙
階
武
弘（
第
１
分

団
団
員
）、 髙
橋
直
樹（
同
）、 戸
澤
幸
浩（
第
２
分
団

団
員
）、 熊
谷
剛（
第
３
分
団
団
員
）、 澤
野
功
成（
第

４
分
団
分
団
長
）、 

煙
山
毅（
同
団
員
）、 

鈴
木
武
晃

（
第
５
分
団
団
員
）、 

山
田
良
直（
第
７
分
団
団
員
）、 

川
村
茂
夫（
第
11
分
団
団
員
）、 

後
藤
金
光（
同
）、 

後
藤
和
美（
第
14
分
団
団
員
）、 

髙
橋
準（
同
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
智
晴（
第
１
分

団
団
員
）、 

髙
橋
祥
修（
同
）、 

坂
本一也（
同
）、 

深
澤

智
也（
第
２
分
団
団
員
）、 

出
茂
彰
真（
第
３
分
団
団

員
）、 

髙
橋　

鶴（
第
４
分
団
団
員
）、 

加
賀
泰
男（
第

９
分
団
団
員
）、 一星
広
樹（
第
10
分
団
団
員
）、 

仁
坂

大
悟（
第
12
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

無
火
災
分
団（
７
年
間
無
火
災
）▼
第
２
分
団

退
団
者（
20
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
龍
治（
元
副
分

団
長
）、 飛
澤
龍
右
ェ
門（
元
部
長
）、 佐
藤
繁
美（
同
）、 

田
口
勝
久（
元
班
長
）、 

武
藤
勤（
同
）、 

谷
屋
和
義（
元

団
員
）、 

辻
隆
清（
同
）、 

煙
山
義
雄（
同
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

有
功
章
▼
髙
橋
強
志（
第
５
分
団
班
長
）、 

齋
藤
辰

美（
第
８
分
団
班
長
）、 

久
米
春
男（
第
10
分
団
部

長
）、 

大
越
正
廣（
第
11
分
団
班
長
）、 

小
林
予
勝

（
第
14
分
団
班
長
）

永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
勤
続
）▼
髙
橋
正
尚（
副

団
長
）、 

佐
々
木
定
廣（
第
６
分
団
団
員
）、 

小
西
文

男（
第
８
分
団
部
長
）、 

高
橋
久（
同
団
員
）、 

高
橋

重
男（
同
）、 

大
坂
久
男（
第
10
分
団
副
分
団
長
）

永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）▼
村
田
正
美（
第

６
分
団
団
員
）、 

髙
橋
昌
平（
第
７
分
団
班
長
）、 

髙

橋
紫
都
夫（
第
８
分
団
団
員
）、 

伊
藤
芳
美（
第
10

分
団
班
長
）、 

木
下
久
雄（
第
12
分
団
団
員
）、 

高
橋

信一（
第
13
分
団
団
員
）

永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）▼
髙
階
清
貴（
第

１
分
団
団
員
）、 

高
橋
均（
第
２
分
団
団
員
）、 

木
村

諭（
同
）、 

髙
橋
髙
則（
同
）、 

近
美
光
夫（
第
３
分
団

副
分
団
長
）、 

樫
尾
宏
暢（
第
５
分
団
班
長
）、 

進
藤

通
生（
同
団
員
）、 斉　

正
衞（
第
６
分
団
班
長
）、 中

野
正
万（
同
団
員
）、 

小
野
寺
正
仁（
第
８
分
団
班

長
）、 

藤
井
香（
同
団
員
）、 

立
原
清
浩（
同
）、 

煙
山

栄
司（
第
９
分
団
部
長
）、 

木
村
勝（
第
10
分
団
班

長
）、 

渡
辺
勲（
第
13
分
団
部
長
）

永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）▼
藤
井
清（
第
４

分
団
団
員
）、 

鈴
木
達
美（
第
５
分
団
班
長
）、 

森
元

保
夫（
同
団
員
）、 

髙
橋
英
樹（
同
）、 

加
藤
豊
和（
第

６
分
団
団
員
）、 

佐
藤
三
男（
同
）、 

森
川
卓（
第
８
分

団
団
員
）、 

能
登
屋
浩
勝（
第
９
分
団
団
員
）、 

鈴
屋

和
基（
第
10
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）▼
若
畑
隆
文（
第
１
分

団
班
長
）、 嶋
津
聡（
同
班
長
）、 髙
山
良
浩（
同
団
員
）、 

初出式
は　つ で

交通指導隊
防犯指導隊

防災資機材を配備
コミュニティ助成（宝くじ助成）により

　このたび、財団法人自治総合センターの「地域防災
組織育成事業・自主防災組織育成」を活用し、塚自治
会自主防災組織（加畠徹代表）にＡＥＤ（自動体外式
除細動器）１台と除雪機１台を配備しました。
　塚自治会自主防災組織では、ＡＥＤの使用方法を学
ぶため、救急救命講習会を開催するなど、万が一に備
えています。

　１月６日に役場庁舎で交通指導隊と防犯指導隊の初出式が行われ、
両隊員や警察関係者など約40名が出席しました。
　式では松田町長が「町民一人ひとりが安心して暮らせる町、誇れ
る町を築くため、町と両隊員一体となってがんばっていきましょう」
とあいさつ。続いて、美郷交番の石川和彦所長が「事件・事故は複
数の要因が重なり合って発生します。これらの要因を小さな芽のう

ちに予防できるよ
う、きめ細やかな
情報発信に努めて
いきます」とあい
さつし、両指導隊
員は新年の節目に
安全・安心の町づ
くりに力を注ぐた
め、決意を新たに
しました。

　財団法人自治総合センターが宝くじ
の社会貢献広報事業の一環として、地
域社会の発展と住民福祉の向上に寄与
するために実施している助成事業です。

コミュニティ助成とは

塚自治会自主防災
組織で行われた救
急救命講習会▶

謝辞を述べる久米春男さん

訓辞を述べる三浦団長

◀配備された
　除雪機
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